




 

 学齢期に近い二分脊椎症患児をもつ両親の大きな不安の一つは患児の社会生

活の基礎を形成する教育の問題である。昭和 51 年全国二分脊椎症児・者を守る

会の会員 390 名を対象として行ったアンケー卜調査の回答 310 通について患児

の教育問題を中心として分析を行ない,患児のもつ障害と教育との関連性を検

討した。 


